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Smile for A‖ :行動調整法と選択基準
―公平な歯科医療資源の提供を目指して一

近年の目覚ましい医療進歩により、障害児 (者)の出生時生存率が向上し、寿命

も延伸しています。しかしながら、その一方で障害者の数が急増し、これに伴う障害

の重症化と高齢化が進んでいます。そのため、障害者歯科の臨床現場では量的およ

び質的な負担が増大し、一次医療から三次医療にわたる管理体制の拡充が求めら

れています。

スペシャルニーズのある患者は歯科治療に対する適応が困難なことがあり、歯科

医療サービスの提供には行動変容法から鎮静法、全身麻酔までさまざまな行動調

整法が必要となります。したがって、障害者を支える地域医療を実現するためには、

各患者に適した行動調整方法の選択とこれを基本とした一次医療機関から三次医

療機関のシームレスな連携が不可欠です。

そこで、本研修会では行動調整法の種類、それぞれの適応と実施方法、さらに選

択基準について詳しくお話しさせていただきます。また、スペシャルニーズのある患

者がお住いの地域で一次医療機関の受け入れが不足した場合、歯科医療サービス

提供困難な潜在患者を生む原因となり兼ねません。この問題に対処するために、地

域特性を考慮した最適な連携システムの構築に向けた考察を共有したいと思いま

硯

この機会が、スペシャルニーズのある患者もない患者も公平に歯科医療資源が提

供され、安心して暮らせる地域の実現に向けた一歩となねば幸いに思います。
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